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研究成果の概要（和文）： 
 トゥルファン地区ではトヨク石窟、ベゼクリク石窟、バイシハル石窟、クチャ地区ではキジ
ル石窟、クムトラ石窟、スバシ石窟の石窟壁画の一部を撮影し、それらに対する画像処理を行
って不鮮明な壁画・題記を鮮明化した。そのことにより、肉眼では判読不可能な題記の一部が
判読可能になる等の成果を挙げた。 
 それと並行して禅観に関わる諸問題の考察を継続したが、この方面での主要な成果としては、
観経変相の成立問題に関する考察を進展させたことが挙げられる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Pictures were taken in a few caves at Toyok, Bezeklik, and Baixihar (in the Turfan area) 
and at Qizil, Qumtura, and Subashi (in the Kucha area). These images have been digitally 
processed in order to obtain clearer images of the faded paintings and inscriptions in these 
caves. Some illegible inscriptions have already become legible. 
  In addition, various aspects of visualization were examined. In particular, there has been 
progress in the ongoing research of the transformation tableaux based on the Amitayus 
Visualization Sutra. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 私は、『観仏三昧海経』の成立問題を考察
した学位論文（1999 年）以来、中央アジア
（ここでは今日の新彊を指す）でかつて行わ
れていた禅観のあり方を解明する研究に、永
年取り組んできた。『観仏三昧海経』を中心

とする漢文禅観経典の多くは、中央アジアに
おけるインド仏教と中国仏教の間の交流の
なかから生み出されたものであり、当時の東
西文化交流の様相を示す貴重な資料である
と私は考えている。 
 禅観とは、行者が禅定のなかで何らかのイ
メージを作り出すというきわめて視覚的な
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行法である。従ってその解明のためには文献
資料のみならず、彼等のイメージの視覚的表
現であると考えられる美術資料を参照する
ことが必要となる。中央アジアの石窟には禅
観と深い関わりをもつ壁画が残されており、
これらを調査することは禅観の解明のため
に非常に重要な意義をもつ。 
 しかしながら、中央アジアの過酷な自然条
件に永年晒された結果、多くの壁画は退色・
劣化が進んでおり、肉眼では細部の観察が難
しい状態になっているものが多い。20世紀初
頭に現地を訪れたヨーロッパ各国の探検隊
の記録と比較しても、現状では劣化がさらに
進行していることが多く、当時の記録を再検
証することは困難であることが少なくない。
こういったことが、中央アジアの禅観研究
（ひいては、中央アジア仏教研究全般）に対
する障害の一つとなっているのである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 近年の画像処理技術の進歩により、不鮮明
な画像を鮮明化することができるようにな
ってきている。このような画像処理技術を用
いて、肉眼では観察が困難になっている壁画
および題記を鮮明化し、それらの内容の解明
を進める。 
 そのようにして処理された画像の分析を
進めるとともに、関係する文献資料と美術資
料の比較検討を進めて石窟と禅観実践の密
接な関係を再確認し、さらには禅観の教理的
背景や禅観教典の成立事情についても解明
を進めることを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
 高精度デジタルカメラを用いて、石窟壁画
の可視光撮影および赤外線写真等の特殊撮
影を行う。撮影したデータに対し、帰国後に
画像処理を行って鮮明化することを試みる。
このように処理された壁画および題記の画
像に対して、先行研究も参照しつつ内容の分
析を行う。 
 それと並行して、禅観に関係する文献や美
術、ならびに石窟構造に関する考察も進める。
本研究はトゥルファン地域とクチャ地域を
中心とするものであるが、インド等密接に関
係する他の地域との比較にも注意を払う。 
 
 
４．研究成果 
 
 平成 21 年度は、8月に新彊へ出張し、トゥ
ルファンおよびスバシで撮影を行った。トゥ
ルファンでは、トゥルファン地区文物局の了

解のもと、トヨク第 20 窟の壁画の一部を撮
影した。またスバシではクチャ県文物局の了
解のもと、スバシ第 3窟と第 5窟の壁画の部
分的撮影を行った。これら撮影分の画像に関
しては、帰国後の画像処理により、大部分の
ものに関して不明瞭な壁画をよりはっきり
としたかたちで観察することが可能となっ
た。特に、トヨク第 20 窟に関しては、従来
全く観察不能であった部分の壁画を一部観
察することが可能になった。 
 9 月にサンクト・ペテルブルクへ出張し、
国立エルミタージュ美術館に所蔵されるト
ゥルファン・敦煌文物の調査および撮影を行
ったほか、エルミタージュ美術館所蔵の観経
変相の成立事情と内容の解釈に関する発表
を行った。 
 さらに 3月にはデリーに出張し、鳩摩羅什
の禅観思想に関する招待講演を行った。その
後デリー国立博物館に所蔵される中央アジ
ア文物（スタイン・コレクション）の調査な
らびに撮影を行った。 
 平成22年度は、トゥルファン地区を中心に
調査を行った。具体的にはトヨク第42窟なら
びにベゼクリク第10、26、40、41の各窟で、
未発表のものを含む多数の貴重な壁画の写真
を撮影することができた。この撮影データに
関しては、多数に及ぶため帰国後徐々に処理
を進め、処理済みの分については事前の合意
に基づきトゥルファン地区文物局にも成果を
提供している。 
 またクチャ地区では、クチャ県文物局の要
請により、当初の予定外ではあったがクチャ
市内に残る額の撮影実験を行った。この画像
に関しては処理を既に完了しており、同県文
物局にも成果を提供済である。 
 9 月にインドの Somaiya College の招きに
よりムンバイの学会で観経変相ならびに報
恩経変相の制作過程に関する発表を行った。
発表後に Karla と Bhaja の石窟を訪れ多くの
僧坊窟を調査できたことは、中央アジアの仏
教窟における実践の先駆形態を探る上で大
変有益であった。その帰途ニューデリーのイ
ンド国立博物館に立ち寄り、同館に所蔵され
るスタインコレクションの調査ならびに写
真撮影を行った。 
 それらの調査・作業と並行して、中央アジ
アの石窟における禅観関係美術の分析とそ
れを通した実践の解明に関する検討を進め、
いくつかの成果を発表することができた。 
 平成23年度には、8月から9月にかけて新彊
での撮影と調査を行った。まずトゥルファン
地区では、バイシハル第3窟とトヨク第42窟（
前年の未撮影部分）の石窟壁画を撮影。次に
シクチンで、同地の寺院および石窟の遺跡の
現状を調査。さらにクチャ地区で、キジル第
49窟・第161窟、クムトラ第75窟、スバシ第3



窟・第5窟の撮影を行った。これらの石窟で撮
影した写真については、帰国後画像処理を進
め、処理の完了したものについては、事前の
合意に基づき管理当局であるトゥルファン地
区文物局および新彊亀茲研究院にも成果を提
供している。撮影した写真の枚数が多数に上
るので、画像処理は現在も進行中であるが、
処理によって現状では判読の困難な題記を解
読することに一部成功しており、今後作業の
進展に伴ってさらに多くの研究上有益な画像
資料を提供できる可能性がある。 
 10月には、保存状態のよくないトヨク石窟
の壁画と題記の本来の姿を推定する研究を、
ウィーン大学で発表（招待講演）した。また
11月には、禅観経典のなかにしばしば見られ
る灌頂のイメージの背景と展開を、文献資料
と美術資料の双方を用いて検討する招待講演
を、金沢大学で行った。 
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